
 

  

発行日：平成２８年９月吉日 

発行者：第二地区住民自治協議会 

Ｎｏ.28 

上松・湯谷・滝・城山団地・湯谷団地・箱清水・元善町・東之門町 

伊勢町・新町・岩石町・横町・東町・大門町・三輪田町・淀ヶ橋  

Ｎｏ. 39 
発行日：平成３０年 11 月吉日 

発行者：第二地区住民自治協議会 

城山公民館 岩田 要 
近年多発している大規模な自然災害に対して地域と防災につ

いて考えるパネルディスカッションを第一地区と第二地区の共
催で開催いたしました。コーディネーターの第二地区南波会長の
進行により大変充実した会となりました。箱清水区寺島区長から
は、神城断層地震の経験を時系列でお話していただくなど各パネ
リストから地域連携の必要性や防災の備えなど貴重なご提言を
いただきました。また、参加いただいた方からもさまざまなご意
見をいただき、各地域の抱える課題なども見えてきました。今後
も、住自協と連携しな 
がら、地域の防災・減 
災に活きる企画や地域 
の人々がつながってい 
く企画を開催していき 
たいと思います。城山 
公民館へお出かけくだ 
さい。今後ともよろし 
くお願いいたします。 

第二地区の小中学 
生から 17作品の応 
募があり、厳正なる 
審査の結果選ばれた、 
優秀賞の作品をポス 
ターとして作成しま 
した。今年は記録的 
猛暑に台風や地震、 
災害はいつどこで起 
こるか分からないと 
いう危機感をもった 
年だったのではない 
でしょうか。この防 
災ポスターを通して防災意識の啓発、さらに
災害時への備えにつながる事を願います。作
品を応募して頂いた小中学生の皆さま、ご協
力ありがとうございました。 

左の写真は、9月 10日（月）の“上松はつらつ体操クラブ”
の様子です。和気あいあいとした雰囲気のなか、この日のお
当番さん主導でクラブがスタートしました。前半のはつらつ
体操はみなさん慣れたもので、CDに合わせてどんどんこなし
ていました。後半のレクリエーションは、操体法を模した動
きや脳トレになる手遊び（歌いながら手を動かす）等、工夫
を凝らした内容となっていて、みなさんの楽しそうな表情が
印象的でした。80代 90代の方も元気に参加されていました。 

第二地区支え合い活動計画完成

画

完成 

団塊の世代が 75 歳以上になる 2025 年に向けて、高齢者を対象に健康寿命を延
ばす（介護予防）・住民運営の通いの場づくり等の取り組みを具体的に進めていく
ための「第二地区支え合い活動計画」が出来上がりました。長野市からの依頼を
受け、地区ごとに策定が進められている計画ですが、第二地区では昨年 9 月より
勉強会・検討会・意見交換会等で議論を重ねて計画書にまとめました。ご希望の
方は、第二地区住民自治協議会事務局までご連絡ください。 
また、現在は介護予防の取り組みに重点を置いて進めており、すでに淀ヶ橋区

と湯谷区にて介護予防クラブが活動しておりますが、今年度は上松区で「上松は
つらつ体操クラブ」が発足しました。5月末から 5回の講習会を開催し、8月より
自主運営が始まっております。 



 

 

当町には柏崎地蔵と
延命地蔵の二つの地蔵
尊があります。毎年 8月
23日の地蔵盆縁日には、
日々の安寧を願い、町内
や近隣の子供たちが大
勢お参りしています。 

お年寄りや障害者、母子父子家庭等の方が、日常生活

で困ったときに地域の住民の皆さんによる有償たすけ

あい活動によって、身のまわりの家事援助や外出のお手

伝いを中心に行う会員登録制の事業です。 

バレーボール  優勝：上松・横町　準優勝：湯谷　３位：淀ケ橋

少年野球  優勝：上松少年野球　準優勝：淀ケ橋少年野球

❉スポーツ大会結果

8/26(日)

 9月 25日（火）、第二地区人権教育研修会が開催されま
した。藤井ユーラテさんを講師にお招きし、小林城山公民
館長との対談を交えながら、多くのユダヤ人を救った“杉
原千畝さん”のお話をしていただきました。 
当日は、城山小学校 6 年生 71 名と先生、地域の方を含

めた 108名の参加があり、地域・学校・公民館での連携を
感じられた会でした。第二次世界大戦という出来事の中
で、近年まで知られていなかったリトアニアでの日本人の
偉業を知る事が出来た、貴重な一日となりました。 

7月 22日（日）
の納涼パーティ
ーです。子供た
ちのスイカ割り
は笑いと歓声で
大変盛り上がり
ました。 

〒380-0833 長野市大字鶴賀権堂町 2201 番地 20 権堂イーストプラザＮＤ1階 

℡：262-1263（ＦＡＸ兼用） Ｅ-mail：dainitiku@energy.ocn.ne.jp 

 

【写真掲載承諾済】 

 第二地区と三輪地区の両住民自治協議会役員 8人が 8月 29日、長野市役所に加藤市長を訪ね、死亡事故が多
発している長野大通りとその周辺の事故防止策として横断防止柵の設置や、住民と行政でつくる検討委員会の
立ち上げなどを陳情した。事故は市道長野大通り線の三輪七・八丁目－上松交差点間と、上松交差点から北に
延びる県道長野信濃線の湯谷小学校西交差点付近で昨年 2月～今年 3月に 5件発生し、計 5人が死亡した。陳
情書では、市が管理する長野大通りの該当区間について、歩道に横断防止柵の設置を要望。歩道内の植栽撤去
と、自転車道と歩道の境界線設置の徹底、滑り止め付き横断歩道の設置、歩道内を走行する自転車のスピード
抑制対策も求めた。さらに、安全対策の意見集約と実現に向けて地域と市、県で検討委員会の設立も提案した。    

『2018年 9月 1日（土）発行 長野市民新聞より』 

新町の町内イベントは、公民館活動を中心に活発
に行われています。新年お楽しみ会・夏の納涼パー
ティー・天神社祭典は子供から高齢者まで三世代交
流の恒例行事として盛大に行っています。また高齢
者のカラオケ大会やふれあい会食会も活発です。 


